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修士論文要旨
【研究背景と目的】
　認知症グループホーム（以下グループホームと略）は，介
護保険制度導入をきっかけとして，事業所数は大幅に増加
している．しかし，小規模であるがゆえの密室性や入居者
の重度化の進行，ケアの質の格差が指摘されている．一方，
療養病床の廃止・削減，高齢者本人や家族の要望により介
護施設での看取りの必要性が高まっている．しかし，小規
模で介護職員の少ないグループホームにおいて，看取りが
可能かどうかという問題が浮上してくる．そこで，本研究
では，グループホームの実情から問題点と看取りの条件を
明らかにし，今後のグループホームのあり方を提言するこ
とを目的とした．
【研究１：質問紙調査】
対象者：関東地域のグループホーム1,050のホーム長
調査方法：郵送法による質問紙調査（回収率29.2％）調査
項目は，基本属性，入居者ケア，医療連携，地域交流，職
員体制・労働環境，看取りを行う上で難しいと感じること
調査期間：平成24年９月１日から９月30日
分析方法：単純集計，クロス集計，看取りとの関連につい
てχ2検定，自由記述回答は頻度と類似性によって分類．
結果：看取り取り組みの意志は約７割があり，看取り経験
は「あり」が半数を超えていた．抽出された問題点は，①
運営主体や事業所による看取りの方針の違い②看取りをす
るためのスペースと時間の確保が必要③強固な医療連携の
確保④マンパワー不足⑤職員の質の確保と教育的問題⑥家
族との関係性であった．
【研究２：インタビュー調査】
対象者：スノーボールサンプリング法により選定した関東
地域のグループホームのホーム長７名
調査方法：半構造化面接調査
調査期間：平成25年７月１日から８月13日
分析方法：質的データ分析手法SCAT
結果：看取り経験のあるところは５施設であった．生成さ
れたラベルから看取りの条件に関するものを抜き出した．
16のサブカテゴリーが生成され，《職員に関すること》《医
療連携に関すること》《家族に関すること》《入居者に関す
ること》に集約できた．グループホームでの看取りは，あ
る程度の条件が揃えば可能という意見がほとんどで，その
主な条件は，質問紙調査の自由記述回答の内容と一致した．
【総合考察】
　グループホームでの看取りは必然性に迫られており，困
難性がありながらも取り組んでいる実態であった．量的お
よび質的データから，看取りの条件は４つに分類できた．
１）医療との連携の確立
　グループホームごとに連携の方法も内容も異なっていた．
医療との連携の確立が，看取りをするためには必須であり
前提条件と考えられる．医療との連携は形式的なものでは
なく，連携の程度と質など中身の充実が重要である．
２）職員の質の確保と体制
　質の確保として介護専門職としての能力と看取りケア対
応能力が挙げられる．グループホームの職員は特に資格要
件がないが，看取りケアは医療的処置や医学的知識など高
い専門性が求められるため，資格所有者を一定割合配置す
べきである．また，看取り教育の研修を必須化するなど教
育システムの整備が不可欠である．職員の量の確保も必要
となるため，適正配置や増員などの勤務体制がとれるよう
な基準や介護報酬の見直しが必要である．
３）職員の理解と協力
　職員間に看取りに対する価値観の相違があるため，職員
全員のコンセンサスを得ることが重要となってくる．ホー
ム長がしっかりとした理念を掲げ，意思統一を図っていく
必要がある．
４）家族の理解と協力
　家族には入居時に「看取りに関する指針」のインフォー
ムドコンセントを実施し，グループホームでできることと
限界を説明し，理解してもらうことが重要である．また，看
取る入居者に職員が長時間寄り添うことは難しいため，付
き添ってもらうなど家族のケア参加が必要となってくる．
【結論】
　本研究により，看取りを実施するための条件が明らかと
なった．今後のグループホームのあり方として，「看取り援
助・終の棲家型」，「生きがい援助・地域交流型」のように，
役割分担を明確にして公表していくことを提案する．機能
分化することにより，サービスを受ける側はニーズに応じ
て選択することができ，供給する側は効率的にケアが提供
できると考える．
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